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血中ウイルスの消毒法 

 
はじめに 
 
Hepatitis B virus（B 型肝炎ウイルス: HBV）、Hepatitis C virus（C
型肝炎ウイルス: HCV）、Human immunodeficiency virus（ヒト免疫

不全ウイルス: HIV）など血中ウイルスは、これらのウイルスの重大

な病原性に鑑み、厳重に消毒・滅菌されることが多いと思われます

しかしながら強力な消毒薬は、しばしば毒性、刺激性、腐食性などを

伴い、それらを病院内の環境表面に使用することが不適切な場合も

あります。以下、血中ウイルスに有効と判断される消毒法の選択肢

に関して、最近の知見も含め紹介します。 
 
注：（2005 年 6 月 8 日付記） 
血中ウイルスの概要と感染対策については、「病院感染対策のポイ

ント」第 2 章 No.10と「消毒薬テキスト」IV-5-1)を参照ください。 
 
 
1. B 型肝炎ウイルス: HBV 
 
HBV はヘパドナウイルス科の DNA 型ウイルスで、エンベロープを

有します。一般にエンベロープの有るウイルスは消毒薬抵抗性が弱

く、細菌よりも良好な感受性を示す場合も多いと考えられていますが

1)、HBV はチンパンジーを用いた感染実験、もしくは DNA の消滅

によってのみ不活性化が確認できるため、HBV に有効と確認され

た消毒薬の種類はまだ限られています 2)3)4)5)。それらのうち日本

において市販されている消毒薬はグルタラール、次亜塩素酸ナトリ

ウム、消毒用エタノール、イソプロパノール、ポビドンヨードであり、

HBV の不活性化が確認されている濃度と時間は表 1 に示すとおり

です。 
 
アルコールは試験管内において HBs 抗原の抗原性不活性化に比

較的長時間を要しますが、HBs 抗原の変質を HBV の感染性不活

性化の必要条件と前提することには根拠が無いため、それをもって

アルコールは HBV に「無効」と推断するべきではないと思われます

最近の報告によると、HBV の肝細胞への結合に関与すると言われ

る Pre-S2 抗原と Pre-S1 抗原を 70～80v/v％エタノールが速やか
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に変質させることが示され、それが消毒用エタノールの HBV に対す

る不活性化作用機序のひとつであると示唆されています 6)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HCV 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HIV 
 
培養細胞実験 
 
 

表 1 チンパンジー感染実験により確認されている HBV 消毒法* 
 
消毒法 濃度 温度 時間 
熱水（煮沸）2) － 98℃ 2 分**

1w/v％ 2) 24℃ 5 分 
2w/v％ 3) 20℃ 10 分 

グルタラール 

0.1w/v％ 4) 24℃ 5 分 
次亜塩素酸ナトリウム 3) 500ppm 20℃ 10 分 
消毒用エタノール 4) 80v/v％ 11℃ 2 分 
イソプロパノール 3) 70v/v％ 20℃ 10 分 
ポビドンヨード 3) 有効ヨウ素 80ppm 20℃ 10 分 

表は文献 7) p139、8) p63 より引用し改変 
* 日本で市販されている消毒薬のみ記載 ** 98℃に上昇するまでに 4 分 
 
CDC 手指衛生ガイドラインの Table 1 は、エンベロープのあるウイ

ルスに対する生体消毒薬の効果を一覧表にしていますが、そこでも

消毒用エタノールとイソプロパノールは HBV に有効とされています

9)。 
 
2. C 型肝炎ウイルス: HCV 
 
Hepatitis C virus（C 型肝炎ウイルス: HCV）はフラビウイルス科の

RNA 型ウイルスで、エンベロープを有します。HCV も HBV と同様

チンパンジーを用いた感染実験、もしくは RNA の消滅によってのみ

不活性化が確認できるため、グルタラールと次亜塩素酸ナトリウム

が HCV の RNA を消滅させることができること以外はまだ確認され

ていません 10)。しかしながらその感染性は HBV よりも弱く、HBV
と同等の消毒法を用いれば良いと一般に考えられています。 
 
 
3．ヒト免疫不全ウイルス：HIV 
 
HIV はレトロウイルス科に属する RNA 型ウイルスでエンベロープを

有します。HIV は培養細胞実験による不活性化の推定が可能であ

り、低水準消毒薬を含む様々な消毒薬や界面活性剤が有効と報告

されています 11)。しかしながら HIV 感染症は完治療法の確立して

いない重大な感染症であるため、より効果が確実と思われる消毒用

エタノール 12)13)、70v/v％イソプロパノール、1,000ppm 次亜塩素

酸ナトリウム 14)、熱水（80℃10 分洗浄など）を優先して用います。

また 0.8w/v％ヨード 13)、0.5～10w/v％ポビドンヨード 15)16)、0.1
～2w/v％グルタラール 13)15)17)も HIV に有効と報告されています。 
 
WHO は HIV にも有効な滅菌・消毒法として表 2 のような方法を例

示しています 18)。WHO はこれを公表することで、それ以前に示し

ていた HIV 滅菌・消毒法を改訂しましたが、改訂前は表 2 よりも厳

しい処理条件を示していました。 
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血中ウイルスの消毒 
 
環境表面 
 
念入りに血液を拭き取

ってから下記の消毒薬

で清拭 
 
1,000ppm 次亜塩素酸

ナトリウム 
次亜塩 6％「ヨシダ」を

60 倍希釈など 
消毒用エタノール 
70v/v％イソプロパノー

ル 
70%イソプロ「ヨシダ」な

ど 
 
ノンクリティカル器具 
 
熱水 
98℃6 分（多くの場合は

80℃での 10 分洗浄で

も可） 
 
非耐熱性のノンクリティ

カル器具はなるべく洗

浄の上、下記のグルタ

ラールまたは上記の消

毒薬に 30～60 分浸

漬。洗浄できない器具

は、これら消毒薬で繰り

返し清拭 
 
非耐熱性のセミクリティ

カル器具 
 
酵素系洗剤などで十分

に洗浄の上、2％～

3.5%グルタラールに

20 分以上浸漬 
グルトハイド L2％液、

グルトハイドスコープ

3％液、グルトハイドプラ

ス 3.5％液など 
 

表 2 WHO による HIV にも有効な処理方法 
 
対象と目的 処理方法 処理条件 

高圧蒸気滅菌 121℃20 分 医療器具の滅

菌 乾熱滅菌 170℃2 時間 
煮沸消毒 100℃20 分 
グルタラール 2w/v％30 分 

医療器具の高

水準消毒 
過酸化水素 6w/v％30 分 

環境表面の低

～中水準消毒 
次亜塩素酸ナトリウ

ムなど次亜塩素酸系

清潔条件：500-1,000ppm
汚染条件：5,000ppm 

エタノール 70v/v％* 
イソプロパノール 70v/v％* 

生体消毒 

ポビドンヨード 2.5-10w/v％ 
文献 17)より作成 
* v/v％と思われる。日局消毒用エタノールは 76.9-81.4v/v％だが同等と考えて

よい。エタノールとイソプロパノールは環境表面の低～中水準消毒にも繁用で

きる。 
 
 
まとめ 
 
すべての患者に適用するべき標準予防策の観点から考えると、血

液などで汚染された器具の清浄化は HBV、HCV、HIV などの有無

により区別して行うのではなく、常にこれらすべての血中ウイルスを

念頭に行うべきと考えられます。 
 
ただし、毒性のあるグルタラールを環境表面に用いることは極力避

けるべきであり、非生体表面に使用するために用法表示されたポビ

ドンヨード製剤は日本において市販されていません。次亜塩素酸ナ

トリウムは血液の存在下で著しく効力が低下するため、血液自体の

消毒を行うには 5,000-10,000ppm の高濃度が必要ですが、高濃

度の次亜塩素酸ナトリウムには強い金属腐食性や漂白作用があり、

広範囲に用いることには問題があります。 
 
以上のことを考慮すると、血液などで汚染された環境表面はなるべ

く汚染を拡散しないよう念入りに血液を拭き取ったあと、1,000ppm
次亜塩素酸ナトリウム（小範囲の場合のみ）、または消毒用エタノー

ル、70v/v％イソプロパノールで清拭することが適切と思われます。

また、これら消毒薬の短所を考慮すると、熱水に耐えるノンクリティ

カル器具、リネン、食器など小さな物品が血液などで汚染された場

合には、6 分間の煮沸消毒または 80℃10 分間の熱水洗浄による

清浄化を優先して選択することが望ましいと思われます 8)19)。 
 
セミクリティカル器具の再利用には常に高水準消毒以上が必要であ

り、それらは血中ウイルスに対しても有効と見なされますが、消毒薬

を用いる場合には、まず念入りな洗浄により血液などを物理的に除

去した上で高水準消毒薬に浸漬することが必要です。再利用するク

リティカル器具は、ウォッシャーディスインフェクターなどで清浄化

を行った上で滅菌作業を行うことが、医療従事者の穿刺事故を防ぐ

ためにも望ましいと思われます 8)19)。 
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手指 
 
流水と石けんで手洗い

の後、速乾性消毒薬ま

たはポビドンヨードスク

ラブなどを使用 
ヘキザックローション 
ベルコムローション 
ポピヨドンスクラブ

7.5％など 

手指が血液などで汚染された場合には、流水と石けんにより物理的

に洗い流すことが第一であり、その後、速乾性消毒薬やポビドンヨー

ドスクラブで仕上げを行います。 
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